
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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兵庫県立大学生協

GI爆裂愛してる！にしようゼ夏合宿
～学んで遊んで楽しみまくろう～

取り組み概要
日時：9/5〜9/7 09:30〜13:40
場所：京都府青少年海洋センターマリンピア
参加者の反応：
企画づくりの内容が「担当」を意識したもの
が多く、すごくよかった。
何回も班分けがあり多くの人と関われた。

POINT.1

1回生の大学生協やGIへの理解を深める
ために、県大クイズと協同を感じる時間
を実施していました。
楽しみながら知識を付けることができ

ていて、素敵な時間になっていました。

生協＆GIの理解を深める時間

POINT.2

回生ごとの時間では、１回生は人数が多くまだ交流できていない人
もいることからゲームで親睦を深め、２回生は執行代としてこれから
のGIについてや担当ごとに１回生にどんなことを伝えたいかを話し合
いました。
担当ごとの時間では、担当での活動目的や内容を理解し、今後の活

動を行っていく上での目標を立てていました。担当内で活動方針や決
まり事を共有し今後の活動につなげることができそうでした。

回生と担当ごとの時間

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 石金和花菜 ] 

Ishikane.Wakana@univ.coop

POINT.3

担当ごとに分かれて企画作りを行いました。数人の班に分かれて、
担当ごとにできそうな企画をポスターにまとめて発表していました。
ポスターには大まかな企画内容とスケジュール、準備物と企画に

かかる費用、リスクとその対応まで考えることができていました。
各班の発表の後には、聞いていた人が班ごとに話し合い、フィー

ドバックを行っていました。先輩たちが今までの経験を生かしたア
ドバイスをしていたことが印象的でした。

企画作りの時間
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背景と目的：県大GIは執行代がかわり100人を超える1回生を
迎えました。新体制となった県大GIが始動していくため、活
動の理解や信頼関係が必要であるが、大学生協の理念やGIの
活動に対する理解の不足している、GI内での交流の機会が少
ないのが現状です。
そこで県大GIの活動を実際に体験したり、グループワークを
通じて県大GIについての理解を深めたりすると同時に、部員
同士の関係の強化を目的として本合宿を実施しました。

[ 組織運営 ]

合宿での交流・学びを通して、上回生は後輩に想いを伝え、1回生は想いを受け取り、企画を立てる
ことができるようになった3日間になっていました
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